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2003年度 入札結果から見る

座間市の公共工事の現状

35

工種 工事件数 予定価格総額

土木一式 51 17億3348万7000円

契約金額総額

13億2322万9740円

落札率

76.39％

前年度落札率

79.40％

建築一式 12 5億8159万5000円 5億3382万6300円 91.79％ 88.03％

水道施設 2億5620万000円 2億3855万4225円 93.11％ 94.10％

舗装工事 18 1億3066万2000円 1億388万1540円 79.50％ 74.88％

管工事 7 2億6971万3500円 2億5369万6800円 94.06％ 96.50％

電気工事 6 3億4507万2000円 3億2062万6950円 92.92％ 91.83％

造園工事 4 1514万1000円 1473万1500円 97.30％ 96.71％

その他 10 4646万2500円 3938万5500円 84.77％ 84.75％

合計 143 33億7833万3000円 28億2793万2555円 83.71％ 83.70％

＊予定価格とは
　発注者である市が契約金額を
　決定する基準として定める見
　積もり価格。入札において、
　この予定価格以上の落札額は
　失格となるので、実質上の最
　高価格。

＊落札率とは
　契約額（落札価格）÷予定価
　格。競争性が発揮されたのか
　どうかの目安になる。談合の
　場合、業者は予定価格ぎりぎ
　りで落札すれば、最大限の利
　益を確保できるので、落札率
　は限りなく100％に近づく。
　一般に90％以上の落札率は、
　談合の可能性が高いと言われ
　ている。
　

　1998年に発覚した座間市の公共工事談合事件は、過去数十年に渡って、入札談合がくり返されてきたことが、

明らかになりました。この談合事件発覚以降、私自身、談合を許さないための入札改革を提案し、市も不十分

とはいえ、制度改革を実施してきました。あの事件から６年、座間市の公共工事の現状はどうなっているのか？

今回のレポートでは、2003年度の入札結果から見ていきたいと思います。

ボランティアとカンパ
を募っています。

ボランティア参加は、
046-252-9741まで

カンパ振込先
横浜銀行座間支店　普通
1263428（おきなが明久）

おきなが明久のホームページ　http://homepage3.nifty.com/okinaga/

土木、舗装工事以外は高い落札率

　表面の表は2003年度入札結果ですが、一目でわか

るように、全体平均は83.71％ですが、土木、舗装工

事以外の落札率は、90％以上の高止まり。この二つ

が平均を下げているのが現状です。

　1998年の談合事件発覚以前は、土木、舗装工事も

限りなく100％に近い落札率で、談合を如実に示して

いたのですが、事件以降は20％以上落札率が低下し

ています。市の予算は、ほぼ予定価格で工事費は計

上されるので、土木工事言えば、この年度約4億1000

万円の工事費が削減、ムダな税金の支出をなくすこ

とができています。この要因は、事件の摘発対象が

土木・舗装工事を中心とする市内建設業者であった

こと、さらに事件以降、談合の舞台となった座間市

建設業協会が分裂し、２団体になったことにより競

争が激化したことによるものといえます。

　一方、その他の工事は依然として落札率は高く、

談合の可能性は大。特に市内業者が施工できない契

約金額の大きな工事や毎年実施されている小・中学

校の耐震補強工事では、高落札が続いています。

高落札の構造

その１）大手業者の高落札

　■公共下水道雨水管工事（土木工事）

　　契約金額：1億4175万円

　　落札率：99.59％

　　落札業者：小雀建設

　■リサクルプラザ建設工事（建築工事）

　　契約金額：１億1550万円

　　落札率：95.14％

　　落札業者：（株）小島組座間支店

　■栗原小学校エアコン設置防音工事（管工事）

　　契約金額：1億5330万円

　　落札率：96.43％

　　落札業者：エルゴテック（株）横浜本店

　■第一水源ポンプ所電気設備更新工事（電気工事）

　　契約金額：1億9215万円

　　落札率：92.65％

　　落札業者：明電舎横浜支店

　以上のように契約金額１億円以上の工事では市外

業者が90％以上の落札率で受注しています。これら

４件の工事の合計予定価格は、6億2952万7500円。も

し80％の落札率であるならば、契約額は5億円。約1

億3000万円も工事費を削減できることになります。

土木工事の市内業者は、熾烈な価格競争を繰り広げ

て仕事を受注している一方で、市外業者は高落札で

利益を確保しているのが現状です。

その２）耐震補強工事における高落札

　以下は、02年度･03年度の小・中学校耐震補強工事

の入札結果です。

　

　＜2002年度＞

　■東中学校2号棟耐震補強及び便所改修工事

　　契約金額：1億2369万円

　　落札率：99.21％

　　落札業者：（株）トーシン建設

　■ひばりが丘小学校2号棟耐震補強及び便所改修工事

　　契約金額：9972万9000円

　　落札率：91.50％

　　落札業者：（株）コスモ住宅

　■座間小学校3号棟耐震補強及び便所改修工事

　　契約金額：9503万5500円

　　落札率：94.62％

　　落札業者：（株）明王建設

　＜2003年度＞

　■立野台小学校東棟耐震補強工事

　　契約金額：8452万5000円

　　落札率：96.13％

　　落札業者：（株）中村工務店

　■相模が丘小学校中棟耐震補強工事

　　契約額：7754万2500円

　　落札率：94.61％

　　落札業者：湘北建設（株）

　■栗原中学校南棟耐震補強工事

　　契約額8345万4000円

　　落札率：85.25％

　　落札業者：（株）明王建設

　この耐震補強工事は、毎年３校づつ行われています

が、この規模の工事に参加できる建築Ｂﾗﾝｸ業者は、市

内には４社のみ。上記の入札結果ではトーシン建設を

除く３社が市内業者。ここ数年間、市内業者４社が高

落札率で「順番に」受注しています。

今後の入札制度改革の課題

　現行の入札制度では、予定価格1億5000万円以上は

条件付き一般競争入札。それ以下は指名競争入札。

予定価格1億円以上が低入札価格調査方式（実質上最

低制限価格を撤廃、品質調査の上、問題なければ最

低制限価格以下でも契約する）となっています。

　座間市の現状からすれば改革の課題は、1億円以上

の工事における市外大手業者と1億円前後の建築Ｂ

ﾗﾝｸ工事（耐震補強工事等）での高落札と言えます。

ですから、改革の方向性としては、まず、一般競争

入札の原則を徹底化すること。つまり、地域要件を

廃止し、入札参加業者数を増やし、競争性を高める

と共に、官と民、民と民の接触機会を最大限なくす

ための郵送入札や電子入札の導入を図るべきです。

また建築Ｂﾗﾝｸ工事の高落札については、低入札価格

調査制度の適用範囲を予定価格5000万円以上とし、

毎年定期的に行われている学校耐震工事が適用され

るようにすべきです。さらに競争性の発揮と共に必

要となってくる品質管理のためには契約・検査職員

の人員配置を増やすことです。この面での人件費支

出は惜しむべきではありません。なぜならその効果

は、数億円単位での税金のムダな支出を抑えること

につながるからです。


